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タイトル   里川研究会 個人テーマ 
         「多自然型川づくりに里川の接点はあるか？」 
           ～人が集う川辺づくりをめざして～ 
キーワード  近自然工法・多自然型工法･都市河川・集う･里川 
 
レポーター    吉 田   稔（ミツカン） 
 
■ テーマの主旨 

10 年以上前から 3 面張り河川工法を見直し、ヨーロッパの「近自然工法」を手本

にしながら、日本に見合った「多自然型川づくり」を国土交通省（前･建設省）が

提唱し、河川改修工事を進めてきた。3 面張り治水最優先事業も多自然型工法のい

ずれも、行政（公） 
主導に河川づくりである。河川も含めて人々にとって「遠い水」となった要因は、

下水道の普及と 3 面張り河川事業の徹底にあるであろう。 
そこで、「近い水」を取り戻そうと言う「多自然型川づくり」が、果たしてそのネ

ライを達成できたか否かを検証しながら、具体的事例を探訪しながら「里川」との

接点を探ってみたい。 
■ 事例現場  庄内川水系「香流川（かなれがわ）」 
■ 主な内容 

１．近自然工法とは 
    ・山脇正俊氏講演会より 
    ・日本における「近自然工法」の評価 
  ２．多自然型川づくりとは 

・公として「多自然型川づくり」をいかに展開したか 
・愛知県の場合－愛知県庁・建設部前技監・本守氏インタビュー 

             〃  ・河川課課長 ・井山氏インタビュー 
            国土交通省河川局   ・ ？ 
    ・多自然型川づくりと里川（人が集う川辺）の接点はあるか？・その課題は？ 
      前記インタビュー、事例等をを踏まえて 
  ３．人が集う川辺、河川づくりの現状 
    ・公、ＮＰＯ等の現状の取り組み 
      庄内川河川事務所聞き取り、 

庄内川流域のＮＰＯ等の活動聞き取り 
都市型河川の事例⇒山崎川（桜の名所）の市民活動 



              ⇒天白川の市民活動調査 
              ⇒香流川の事例研究－下記へ 
    ・人が集う川辺とは⇒人が集うとは 

⇒「里川」の要素になるか 
  ４．「香流川」は里川か。里川であったか。里川の可能性は？ 

・なぜ、香流川なのか 
     ・香流川の歴史―――「猪高村→町→名東区」・「千種区」・「長久手町」 
                月心寺住職・長老 2 名・高木酒店・高安商店等 

・香流川を探訪――― 河川改修の視点→ 本守氏の案内 
                川辺の集う視点→ 自分で探訪 
     ・香流川の現状と川辺活動は 
        行政は―――名東区役所・町内商店街・長久手町役場 
        学校は―――小学校・中学校 
        ＮＰＯ等の自主団体の活動は 
     
  ５．以上を踏まえて「テーマ」の考察 
 


